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お
知
ら
せ

■
償
却
資
産
の
申
告

　

法
人
や
個
人
事
業
者
で
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
毎
年

1
月
1
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
に

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い

て
申
告
が
必
要
で
す
の
で
、
１
月

31
日
㈬
ま
で
に
申
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
家
屋
に
係
る
特
例
措
置

　

既
存
住
宅
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

省
エ
ネ
、
ま
た
は
住
宅
耐
震
の
改

修
工
事
等
を
行
な
っ
た
場
合
、
要

件
を
満
た
す
も
の
に
つ
い
て
課
税

の
特
例
が
適
用
に
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

固
定
資
産（
土
地
・
建
物
）の
届

出
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

土
地
の
現
況
の
変
更
や
家
屋
の

確
定
申
告
用
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
る
保
険
税

（
料
）
納
付
済
証
明
書
（
普
通

徴
収
分
）
を
送
付
し
ま
す

増
改
築
や
取
り
壊
し
、ま
た
、未
登

記
家
屋
の
所
有
者
の
変
更
を
し
た

場
合
に
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

担
当
職
員
が
伺
い
、調
査
し
ま
す
。

　

な
お
、
建
築
さ
れ
た
家
屋
が
課

税
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
は
、

地
方
税
法
に
よ
り
最
大
5
年
間

遡
っ
て
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
納
税
義
務
者
が
死
亡
し
た
ら

　

12
月
末
日
ま
で
に
相
続
登
記
の

手
続
き
が
完
了
す
る
と
、
翌
年
か

ら
新
し
い
登
記
名
義
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

相
続
登
記
が
済
む
ま
で
の
間

は
、相
続
人
の
中
か
ら
「
納
税
通
知

書
等
書
類
を
受
領
す
る
代
表
者
」

を
届
け
出
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�  
市
税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　

   

☎
31
・
０
６
１
０

　
   
市
美
都
地
域
総
務
課

　
　

   

☎
52
・
２
３
１
1

　
   
市
匹
見
地
域
総
務
課

　
　

   

☎
56
・
０
３
０
0

　

令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
、
相

続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
法
務
局

正
し
い
保
険
税
の
算
定
の
た
め

所
得
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問��  

松
江
地
方
法
務
局
益
田
支
局

　

  

☎
22
・
0
4
2
9

◎
送
付
予
定
日　

 

1
月
下
旬

　

※�

ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
ま
す
。

◎
送
付
対
象
者

令
和
５
年
中
に
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
納
付
し
た
納

税（
付
）義
務
者
の
方

※�

い
ず
れ
も
普
通
徴
収
分
（
口
座

振
替
ま
た
は
納
付
書
払
い
）
に

限
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
保
険
税（
料
）は
、
所

得
税
や
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
確
定
申
告
の
際
は
こ
の
証

明
書
や
領
収
書
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

★�

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

証
明
書
は
市
か
ら
は
送
付
し
ま

せ
ん

　

市
か
ら
送
付
す
る
証
明
書
は
、

普
通
徴
収
分（
口
座
振
替
ま
た
は
納

付
書
払
い
）の
み
の
証
明
書
で
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
よ

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

る
納
付
額
は
、
年
金
保
険
者
（
日

本
年
金
機
構
な
ど
）
か
ら
送
付
さ

れ
る
「
源
泉
徴
収
票
」
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
被
保
険

者
等
の
所
得
な
ど
に
応
じ
て
算
定

す
る
た
め
、毎
年
、所
得
の
申
告
が

必
要
で
す
。
遺
族
年
金
・
障
害
年

金
・
失
業
保
険
な
ど
の
非
課
税
所

得
の
み
の
方
や
、
収
入
が
な
か
っ

た
方
な
ど
も
必
ず
所
得
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
主
（
国
民
健
康
保

険
へ
の
加
入
・
非
加
入
を
問
い
ま

せ
ん
）
と
そ
の
世
帯
の
被
保
険
者

の
中
に
収
入
状
況
が
不
明
な
方
が

い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
正
確
な

所
得
の
把
握
が
で
き
な
い
た
め
、

法
令
に
定
め
ら
れ
た
所
得
基
準
を

下
回
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
国
民

健
康
保
険
税
の
減
額
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問�  
市
保
険
課

　
　

   

☎
31
・
0
2
1
2

　
   
市
美
都
地
域
総
務
課

　
　

   

☎
52
・
２
３
１
2

　
   
市
匹
見
地
域
総
務
課

　
　

   

☎
56
・
０
３
０
2

相
続
登
記
の
義
務
化
に
つ
い
て

「益田市くらしの便利帳」お詫びと訂正
　昨年 11月に各戸に配布しました「益田市くらしの
便利帳」の掲載内容に誤りがありました。
　皆さまにご迷惑をおかけしましたことをお詫びし、
次のとおり訂正いたします。

●訂正箇所　29ページ
多田温泉　白龍館

「誤」	 　�扇原の関門に近い山間に湧く温泉です。大正5
（1916）年に鉱泉の湧出が発見され、鉱泉浴場と
して開設しました。湯治のほか、川魚、山菜料理
などの食事処としても人気を集めています。

「正」	 �　扇原の関門に近い山間に湧く温泉です。大正5
（1916）年に鉱泉の湧出が発見され、鉱泉浴場と
して開設しました。宿泊のできる温泉としても
人気を集めています。

※�令和５年 11月現在、多田温泉「白龍館」での食事
の提供は、宿泊者の朝食のみとなっています。
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1
月
10
日
は

　
「
１
１
０
番
の
日
」
で
す

　

１
１
０
番
は
緊
急
電
話
で
す
。

　

緊
急
の
事
件
・
事
故
の
時
は
迷

わ
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
で
は
な
い
相
談
は
「
♯

9
1
1
0
」、
ま
た
は
益
田
警
察

署
、
交
番
、
駐
在
所
へ
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。

問�  

益
田
警
察
署

　

�  

☎
22
・
0
1
1
0

☆�

後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
医
療

費
通
知
の
送
付
に
つ
い
て

　

島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
健
康
や
医
療
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ
医
療
費
通

知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
は
、
確
定
申
告
の

医
療
費
控
除
の
手
続
き
に
使
用
で

き
ま
す
。

対
象
期
間　

令
和
4
年
11
月
～

　

令
和
５
年
10
月
診
療
分

発
送
時
期　

1
月
下
旬
頃

※�

令
和
５
年
11
月
以
降
の
医
療
費

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
へ

の
明
細
が
必
要
な
方
は
、
保
険

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

療
養
費
通
知
（
柔
道
整
復
、
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
き
ゅ

う
）
は
、
令
和
５
年
５
月
施
術

分
ま
で
を
該
当
す
る
方
へ
送
付

済
み
で
す
。
令
和
５
年
９
月
施

術
分
ま
で
は
１
月
に
送
付
し
ま

す
。
な
お
、
令
和
５
年
10
月
～

12
月
施
術
分
に
つ
い
て
は
、
施

術
所
が
発
行
す
る
領
収
書
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

問  

市
保
険
課　

保
健
・
年
金
係

　

   （
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
）

　

   

☎
31
・
0
2
1
5

　

昭
和
24
年
1
月
26
日
に
、
現
存

す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
で

あ
る
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
、

壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
を
契
機
に

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
が
定
め
ら

れ
、
市
で
も
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
文

化
財
の
防
火
運
動
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
年
は
次
の
日
程
で
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
訓
練
の
様
子
は

ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

日� 　

1
月
26
日
㈮　

9
：
30
～

場� 　

萬
福
寺
（
東
町
）

1
月
26
日
は

　
　

文
化
財
防
火
デ
ー

内�

容　

益
田
広
域
消
防
本
部
に
よ

る
放
水
・
消
火
訓
練

問  
市
文
化
財
課

　
　

☎
31
・
0
6
2
3

　

令
和
元
年
以
来
の
開
催
で
す
。

ぜ
ひ
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

出
品
資
格　

一
般
・
中
高
生

種�

目　

洋
画
、
日
本
画
、
版
画
、

　
　
　

デ
ザ
イ
ン
、
工
芸
、
彫
刻
、

　
　
　

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

搬
入　

3
月
12
日
㈫

　
　
　

15
：
30
～
18
：
00

※�
委
託
搬
入
あ
り
。
詳
し
く
は
、

三
潮
画
材
（
☎
22
・
3
3
8
8
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
期　

3
月
14
日
㈭
～
17
日
㈰

場�  

県
立
石
見
美
術
館 

展
示
室
D

（
島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」
内
）

出
品
料　

一
般 

… 

2
、5
0
0
円

　
　
　
　

中
高
生 

… 

無
料

※�

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問�  

益
田
市
美
術
展
事
務
局

☎
0
9
0
・
9
4
1
5
・
9
2
2
3

（
松
田
）

　

放
送
大
学
は
、
令
和
6
年
４
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○�

10
代
～
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
8
万
5
千
人
以
上
の
学
生
が
、

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

○�

授
業
は
、
B
S
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
視
聴
、
講
師

か
ら
直
接
受
け
る
授
業
の
３
つ

の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
。

○�

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

3
0
0
以
上
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
願
期
間

 

・
第
1
回　

２
月
29
日
㈭
ま
で

 

・
第
２
回　

３
月
12
日
㈫
ま
で
　

 

★
入
学
説
明
会
・
相
談
会

  

日  

１
月
27
日
㈯　

14
：
00
～

  　

  

2
月
15
日
㈭　

14
：
00
～

  

場  

市
立
図
書
館

※�

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

問  
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
２
・
２
８
・
５
５
０
０

放
送
大
学
4
月
生

第
39
回 

益
田
市
美
術
展
作
品

募
　
集

広
告
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◎�

順
番
待
ち
住
宅
と
し
て
随
時
申

込
み
を
受
付
け
て
い
る
住
宅
も

あ
り
ま
す
。

須
子
（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ

含
む
）、
原
浜
、
沖
田
、
遠
田
、

上
黒
谷
、
黒
石
、
田
倉
、
久
城
、

川
西
、
湯
の
香
、
宮
の
原
、
丸

茂
、
久
保
坂
、
仙
道
、
諏
訪
、
澄

川
、
道
川

久
城
東
、
吉
田
南
、
原
浜
、
高
角

※�
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申� 
問�  
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

　

☎
31
・
1
5
3
0

★
自
衛
官
候
補
生

　（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

　

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空

自
衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
ま

す
。
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
３

カ
月
間
の
教
育
訓
練
を
修
了
し

た
後
、
２
等
陸
・
海
・
空
士
に

任
用
さ
れ
ま
す
。任
用
期
間
は
、

陸
上
自
衛
官
は
１
年
９
カ
月
、

海
上
・
航
空
自
衛
官
は
２
年
９

カ
月
を
１
任
期
と
し
て
任
用
さ

市
営
住
宅

県
営
住
宅

各
種
自
衛
官

れ
ま
す
が
、
引
続
き
勤
務
を
希

望
す
る
場
合
は
、
選
考
に
よ
り

２
年
を
任
期
と
し
て
継
続
任

用
さ
れ
ま
す
。

応�

募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
33

歳
未
満
の
男
女

応
募
期
間　

1
月
25
日
㈭
ま
で

試
験
期
日

�

・�

筆
記
試
験
・
適
性
検
査

　

※
ウ
ェ
ブ
試
験
方
式

2
月
2
日
㈮
・
3
日
㈯
の
う
ち

1
日

�

・
口
述
試
験
・
身
体
検
査

2
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
の
う
ち

1
日

試�

験
内
容

筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・
地

理
歴
史
・
公
民
お
よ
び
作
文
）、

口
述
試
験
、
適
性
検
査
、
身
体

検
査
お
よ
び
経
歴
評
定

※�
経
歴
評
定
と
は
、
多
様
な
経
歴
を

有
す
る
受
験
者
の
能
力
を
総
合
的

に
評
価
す
る
も
の
で
す
。
該
当
す

る
資
格
・
免
許
等
は
自
衛
隊
島
根

地
方
協
力
本
部
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

試
験
会
場

��

・
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�

・
口
述
試
験
・
身
体
検
査

　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

採�

用
予
定
日
　

採
用
予
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問　

�

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　
（
松
江
市
向
島
町
1
3
4
番
10
号
）

　

☎
0
8
5
2
・
21
・
0
0
1
5

相
談
・
催
し

遺
言
・
相
続
説
明
会

日���  �� 
1
月
30
日
㈫　

　
　

14
：
00
～
16
：
30

場���  �� 

い
わ
み
ー
る

　
　

4
0
1
・
4
0
2
研
修
室

　
　
（
浜
田
市
野
原
町
）

参
加
企
業
数　

16
社
程
度

　
　
（
益
田
市
～
江
津
市
の
企
業
）

定
員　

40
名

参
加
費　

無
料

申 ��

問  

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

島
根

　

☎
0
8
5
5
・
25
・
5
1
1
1

　

0
8
5
5
・
25
・
5
1
1
2

※�

１
月
17
日
時
点
で
空
き
住
宅
が

あ
っ
た
場
合
に
募
集
し
ま
す
。

申��

込
期
間　
　

　

１
月
18
日
㈭
～
31
日
㈬　

　

17
：
00
必
着

抽
選　

2
月
下
旬

入
居
予
定
日　

3
月
中
旬

そ�

の
他　

入
居
時
に
は
敷
金
（
家

賃
3
カ
月
分
）
が
必
要
で
す
。

募
集
住
宅
・
間
取
り
・
入
居
資

格
等
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

レ
デ
ィ
ー
ス
／
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア

求
職
者
の
た
め
の

　
　
　
　
企
業
説
明
会

市
営
住
宅
入
居
者

県
営
住
宅
入
居
者

［と　　き］2024 年  元旦
［集合場所］中垣内平原公園
［集合時間］5:50　6:00 出発
［問い合わせ先］中西公民館　☎ 28-0501

大道山

至 二条

中西
小学校

J A

川登

〒 至 高津
→

三門
BS

至 ファクトリーパーク 至ファクトリーパーク

中垣内出口BS（県道益田阿武線）

三谷

登山口

中垣内平原公園
Ｐ（駐車場） さーら打歌 雁丁池

中西公民館

市 

道
（
雁
丁
線
）

G S

至 戸田町
←

→

→

農
免
道

戸田柿本神社

419.6ｍ

R191号

←
中西分遣所

令和 6 年 

大道山（打歌山）初日遙拝登山

　

遺
言
を
含
め
、
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
の
相
続
登
記
申
請
義
務

化
に
つ
い
て
、
公
証
人
と
法
務
局

職
員
が
説
明
し
ま
す
。

※�

個
別
の
相
談
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

頂上では、飲み物を
準備しています。皆さんの

お越しをお待ちして
います！
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information
くらしの情報

秦記念館（美都町都茂 807 番地）　☎ 52-2415
　開館時間	 10：00 ～ 16：00
　休 館 日 	 毎週火・水曜日、祝日の翌日、年末年始
　入 館 料 	 小学生 50円、中高生 100 円、一般 200 円　※ 15名以上団体割引あり

独
身
男
女
の
縁
結
び

 

今
月
の
開
催

【問い合わせ先】市協働のひとづくり推進課　☎ 31-0621

　1910 年（明治 43年）、当時は不治の病とされた「梅毒」の特効薬として、佐八郎はエールリヒ
博士と共にサルバルサン 606 号の開発に成功しました。「サルバルサン」はラテン語で「救う」と
いう意味です。後にエールリヒ博士は「ドクター秦がいなければ、こんなに早くは成功しなかった」
と北里柴三郎あてに感謝の手紙を送っています。この研究で、佐八郎は日本人初のノーベル化学賞候
補に挙がりました。惜しくもノーベル賞には選ばれませんでしたが、世界初の化学療法剤の開発は、
世界中の人々に福音をもたらすとともに、後の研究者の基礎を築きました。佐八郎は晩年、サルバル
サン開発者として、特に治療方法の指導や衛生思想の普及向上に努めました。1938 年（昭和 13年）、
佐八郎は 65歳で病に倒れ、その生涯を終えました。

★最終回（３月号）は、秦佐八郎博士顕彰委員会の活動について紹介します。

再発見
秦佐八郎博士顕彰委員会

世界初の化学療法剤「サルバルサン 606 号」開発者

益田市が誇る偉人、秦佐八郎博士の生誕 150 年に寄せて、その偉大な功績を隔月（全 5回）で紹介します。
第 4回は、サルバルサン 606 号のその後や、秦佐八郎博士の晩年について紹介します。

秦
はた

　佐
さ

八
はちろう

郎 博士 ～生誕 150 年に寄せて～  VOL.4
ふ る さ と

詳しくはこちら！

博士が愛用した顕微鏡やサルバルサン
606 号のアンプルなど約 200 点の遺品
等を展示しています。

「秦記念館」へ行ってみよう！

    

【今
こんげつ

月の手
し ゅ わ

話】得
と く い

意・自
じ ま ん

慢・自
じ ま ん

慢する

 「手
し ゅ わ

話」をやってみよう！

【問
と

い合
あ

わせ先
さき

】

  市
し

障
しょう

がい者
しゃ

福
ふ く し か

祉課　☎ 31-0251　 31-8120

I LOVE YOU

右
み ぎ て

手の親
おやゆび

指と小
こ ゆ び

指を

立
た

てて、親
おやゆび

指を鼻
はなさき

先に

置
お

いたら、スッと斜
なな

め

上
うえ

に出
だ

す。

日���  �� 

1
月
14
日
㈰　

　
　

10
：
00
～
11
：
40

場���  ��
い
わ
み
ー
る 

１
０
１
研
修
室

  　

 （
浜
田
市
野
原
町
）

講
師　

公
証
人
、
法
務
局
職
員

申
込
締
切　

１
月
11
日
㈭

申 ��

問���  ��

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

　

☎
0
8
5
5
・
22
・
0
9
5
9

　

は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
益
田
会
場
で

は
、
毎
月
第
2
土
曜
日
に
独
身
男
女

の
結
婚
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
無
料
で
紹

介
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
い
、
あ
な
た
の
素
敵
な
出
会

い
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

♥
今
月
の
開
催
日
時

日  

1
月
13
日
㈯

　

・
昼
の
部　

10
：
00
～
12
：
00

　

・
夜
の
部　

19
：
00
～
20
：
00

場�  

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

  　

 

多
目
的
室

  　

 （
駅
前
ビ
ル
E
A
G
A
内
）

申 �
問  

島
根
県
公
認
団
体  

益
田
・
吉

賀
・
津
和
野
は
ぴ
こ
会

　
（
事
務
局
：
金
本
）

☎
0
9
0
・
7
5
4
2
・
7
5
5
4

※�

相
談
は
、
予
約
の
方
を
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　大井競馬益田場外発売所は、次のとおり発
売業務および払戻業務を終了します。
　これまでご利用いただいた皆さまには心
よりお礼申し上げます。

◦発売業務 … 1月26日㈮
◦払戻業務 … 3月26日㈫

【問い合わせ先】市総務管財課　☎ 31-0605

大井競馬益田場外
発売所の終了について

　　　
　　

エールリヒと秦 佐八郎


